
プロフィール（平成19年9月30日現在）�

名　　　称　株式会社みちのく銀行�

設　　　立　大正10年（1921年）10月27日�

本店所在地　青森市勝田一丁目3番1号�

資　本　金　241億6千7百万円�

従 業 員 数　1,274名�

店　舗　数　国内 ： 本支店102、出張所5�

　　　　　　海外 ： 駐在員事務所1〈上海〉�

主 要 勘 定　預金残高………1兆7,372億円�

　　　　　   貸出金残高……1兆2,209億円�

　　　　　   有価証券残高………4,995億円�

　　　　　   自己資本比率…13.11％(連結ベース)
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ごあいさつ

取締役頭取

皆さまには、平素よりみちのく銀行をご利用、お引き立ていただきま
して、誠にありがとうございます。
このたび、当行へのご理解を深めていただくために、｢平成19年9月
期ミニディスクロージャー誌／第36期中間報告書｣を作成いたしました
ので、ご一読いただければ幸いに存じます。
平成18年4月より取り組んでおります｢第一次中期経営計画（平成18

年4月～平成21年3月）｣も中間の年にあたり、中期経営計画に掲げる
「地域最優の銀行」の実現に向け、「収益力の強化」、「経営効率化」、「資
産内容の健全化」、「人材育成とCSR活動」に引き続き取り組んでまいり
ます。
なお、株主の皆さまへの一層の利益還元を図るべく、今期以降の年間
配当金については1株当たり1円増配の6円を予定しており、今中間期の
配当金においては1株当たり50銭増配の3円とさせていただきます。併
せて、自己株式取得を行うことにより、総合的な株主還元策を実施して
おります。
私どもみちのく銀行は、役職員一丸となって地域の皆さまに親しまれ、
真にご満足いただけますよう誠心誠意取り組んでまいります。今後とも
変わらぬご支援、御愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

平成19年12月

第一次中期経営計画

●●「地域最優の銀行」を目指して
当行は、平成18年4月から平成21年3月までの3ヵ年における経営計画として、「第一次中期経営計画」を展開し

ております。

本計画においては、その基本方針（目指すべき銀行像）として、

を掲げております。当行が作り上げたい「地域最優の銀行」とは、次の3つを備えたものです。

地域において圧倒的な存在感を持つ「地域最優の銀行」

「第一次中期経営計画」では、お客さま満足度の向上（顧客オリエンテッド）を念頭に置き、地域密着型金融

の推進をベースに、「収益力の強化」「経営効率化」「資産内容の健全化」「人材育成とCSR活動」の4項目を

重点方針として、これに取り組んでおります。

中堅・中小企業融資、個人ローンの積極推進�

投資信託、保険商品等の積極販売�

抜本的な経費構造の改革�

戦略的なチャネル展開�

営業店業務の再構築�

ローコストオペレーション�

企業再生支援�

不良債権の最終処理�

人材育成�

CSR（企業の社会的責任）活動�

収益力の強化�

お客さま満足度の向上�
（顧客オリエンテッド）�
お客さま満足度の向上�
（顧客オリエンテッド）�

経営効率化�

資産内容の健全化�人材育成とCSR活動�

地域密着型金融の推進�地域密着型金融の推進�

重
点
方
針

地域で最もお客さまの
満足度が高い銀行

地域発展のために
貢献していく銀行

職員がいきいきと働く
活力のある銀行




